
5

令 和６年 度 決 算
一般会計は賛成者なしで不認定

歳　入 歳　出
一 般 会 計 411億2854万8320円 387億4757万4666円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 86億4908万1782円 86億1837万3058円
後 期 高 齢 者 医 療 13億8055万3713円 13億7464万9107円
介 護 保 険 94億0311万1986円 91億6196万0359円
農 産 物 直 売 事 業 128万3645円 128万3645円
伊 香 保 温 泉 観 光 施 設 事 業 2億2341万0338円 1億5295万4169円
小 野 上 温 泉 事 業 770万3000円 629万6775円
交 流 促 進 セ ン タ ー 事 業 787万8216円 787万8216円

企
業
会
計

水 道 事 業
収益的収入･支出 19億5687万3653円 18億2195万7386円
資本的収入･支出 3億2250万4905円 9億6284万1661円

下水道事業等
収益的収入･支出 25億1768万9399円 25億4230万8109円
資本的収入･支出 18億2964万3622円 23億8390万1875円

民生費
37%

総務費
17%

教育費
12%

公債費
9%

土木費
9%

衛生費
6%

農林水産業費
4%

商工費
2%

消防費
3%

その他
1%

一般会計
歳出

387億4758万円

古巻公民館整備事業

物価高騰対策
　　生活支援事業

教育・保育給付事業

18億1482万円

9億4225万円

	 一般会計 	 特別会計 	 企業会計

387億円＋193億円＋77億円
＝657億円はどう使われたか？
　　決算審査の様子は６ページで
 　 　 　 詳しく紹介します

6億7887万円

事業内容　民間教育・保育施設が教育・保育に要し
た費用（委託料、施設型給付費）を負担

事業内容　低所得者支援給付、定額減税補助給付、
住民税非課税世帯給付を実施するもの

事業内容　・古巻公民館建設工事
・東側駐車場用地の取得
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民生費
37%

総務費
17%

教育費
12%

公債費
9%

土木費
9%

衛生費
6%

農林水産業費
4%

商工費
2%

消防費
3%

その他
1%

一般会計
歳出

387億4758万円

一般会計
歳入

411億2855万円

地方交付税
23%

市税
28%

国庫支出金
14%

県支出金
6%

地方消費税交付金
5%

諸収入
5%

その他
13%

市債
6%

6億6314万円

ふるさと渋川
　　応援推進事業

事業内容　・ふるさと応援寄附金の促進、市内特産品等の
PR

・ふるさと納税ポータルサイトの管理
・返礼品開発およびプロモーション業務の委託等

※うち４億3564万円は、前年の寄附額を基
金に積み立てるための支出です。

自立支援給付事業

21億7026万円

	 一般会計 	 特別会計 	 企業会計

387億円＋193億円＋77億円
＝657億円はどう使われたか？
　　決算審査の様子は６ページで
 　 　 　 詳しく紹介します

令和６年度一般会計予算について
　令和６年度一般会計の当初予算案は、令和６年３月定例会において賛成
少数で否決されました。
　当初予算が否決され場合、３月中に再度議会を招集し、修正した予算案
か暫定予算を議会に提出し、議決を得て新年度を迎えなければならないと
ころ、前市長は議会を招集することなく、否決された予算案のまま市長専
決処分により予算を成立させました。
　専決処分した事案は、その後議会に報告し、承認を求めなければなりま
せんが、議会を軽視した専決処分に対し、議会は不承認としました。
　以上の経緯を踏まえ、令和６年度一般会計予算は議会が認めていない予
算であることなどから、決算は賛成者なしで不認定となりました。

事業内容　介護給付、訓練等給付、計画相談支援
給付等の障害福祉サービスの提供
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決
算
特
別

　
　
委
員
会
の
審
査

審
査
結
果　
令
和
６
年
度
一

般
会
計
決
算
は
多
数
決
に
よ

り
賛
成
者
な
し
で
不
認
定
、

そ
の
ほ
か
の
決
算
は
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・

認
定
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
は
、

４
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
と
お
り
議

会
が
認
め
て
い
な
い
予
算
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
委
員
会
で
の
審

査
自
体
を
す
べ
き
で
は
な
い
な

ど
の
意
見
が
あ
り
、
各
派
代
表

者
会
議
、
議
員
全
員
協
議
会
に

お
い
て
議
案
の
取
り
扱
い
が
繰

り
返
し
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
審
査
す
べ
き

と
の
意
見
と
し
て
、
議
会
が
否

決
・
不
承
認
と
し
た
予
算
で
あ

っ
て
も
、
事
業
は
執
行
さ
れ
、

公
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
以
上
、

ど
の
よ
う
に
支
出
さ
れ
た
か
は

審
査
し
た
上
で
不
認
定
と
す
べ

き
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
議
会

全
体
と
し
て
審
査
を
し
な
い
と

い
う
結
論
に
は
至
ら
ず
、
決
算

特
別
委
員
会
で
審
査
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

一
般
会
計

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
助
成

質
疑

利
用
の
多
い
補
聴
器
の

価
格
帯
と
補
助
人
数
の
実
績
は
。

答
弁

10
万
円
か
ら
20
万
円
未

満
が
37
人
で
、
全
体
で
は
76
人

に
助
成
し
ま
し
た
。

保
育
人
材
の
確
保
対
策

質
疑

事
業
の
内
容
と
不
用
額

が
生
じ
た
理
由
は
。

答
弁

民
間
保
育
施
設
を
対
象

に
、
保
育
士
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
保
育
士
資
格
等
を
有
し
な

い
保
育
支
援
者
の
配
置
へ
の
補

助
で
、
市
内
全
11
施
設
分
の
予

算
に
対
し
、
申
請
が
７
施
設
の

み
だ
っ
た
た
め
で
す
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援

質
疑

施
設
の
廃
止
が
検
討
さ

れ
て
い
る
第
五
保
育
所
で
行
っ

て
い
る
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
は
、

施
設
廃
止
後
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁

令
和
11
年
度
ま
で
は
第

五
保
育
所
で
続
け
、
そ
の
後
は

公
立
施
設
で
の
支
援
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

じ
ん
芥
処
理
事
業　

質
疑

昨
年
度
収
集
が
開
始
さ

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
収

集
目
標
と
実
績
は
。

答
弁

年
間
６
３
０
ｔ
の
目
標

に
対
し
実
績
は
３
２
４
ｔ
で
、

目
標
の
51
・
24
％
で
す
。

企
業
誘
致
の
促
進

質
疑

誘
致
の
実
績
と
内
訳
は
。

答
弁

工
場
等
設
置
奨
励
金
３

件
、
新
た
な
販
路
開
拓
の
経
費

支
援
４
件
、
本
社
機
能
移
転
経

費
支
援
３
件
で
、
交
付
額
の
合

計
は
約
２
４
５
８
万
円
で
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
観
光
未
来
戦

略
推
進
事
業

質
疑

事
業
の
内
訳
は
。

答
弁

地
域
お
こ
し
協
力
隊
委

嘱
報
酬
、
伊
香
保
温
泉
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
補
助
、
ア
ニ
メ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
で
す
。

通
学
バ
ス
運
行
事
業

質
疑

通
学
バ
ス
の
利
用
条
件

を
通
学
距
離
2
・
５
㎞
に
統
一

し
た
条
例
改
正
と
不
用
額
と
の

関
連
は
。
ま
た
、
利
用
者
一
人

当
た
り
の
年
間
費
用
は
。

答
弁

業
務
委
託
せ
ず
に
直
営

で
運
行
し
て
い
る
路
線
の
職
員

報
酬
や
車
の
維
持
費
、
実
績
に

よ
り
支
払
う
ハ
イ
ヤ
ー
４
路
線

の
不
用
額
で
あ
り
、
通
学
バ
ス

条
例
の
改
正
と
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
一
人
当
た
り
の

平
均
費
用
は
約
27
万
円
で
す
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

質
疑

18
歳（
高
校
生
世
代
）ま

で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
へ
の
、

子
ど
も
に
係
る
国
民
健
康
保
険

税
の
均
等
割
額
相
当
額
の
支
援

金
の
支
給
を
１
２
２
０
人
と
見

込
ん
で
い
た
が
、
実
績
は
。

答
弁

支
給
件
数
は
６
０
６
件

で
、
支
給
人
数
は
１
０
０
２
人

で
す
。
な
お
、
不
支
給
の
主
な

理
由
は
国
保
税
の
滞
納
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税

質
疑

不
納
欠
損
額
は
、
令
和

２
年
度
以
降
減
少
傾
向
と
な
っ

て
い
た
が
、
令
和
６
年
度
に
増

加
に
転
じ
て
い
る
。
件
数
と
額

に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
か
。

答
弁

１
９
２
件
、
２
７
８
２

万
３
６
８
４
円
の
増
で
、
そ
の

う
ち
９
割
以
上
は
、
令
和
３
年

度
に
滞
納
処
分
を
執
行
停
止
し

た
も
の
が
令
和
６
年
度
に
不
納

欠
損
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

国
保
あ
か
ぎ
診
療
所

質
疑

休
止
し
て
い
る
診
療
所

の
再
開
の
た
め
の
医
師
の
確
保

が
進
ま
な
い
が
、
用
途
を
変
え

る
検
討
は
進
ん
で
い
る
か
。

答
弁

再
開
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
医
師
の
確

保
は
難
し
い
状
況
で
す
。
別
用

途
で
の
活
用
に
つ
い
て
具
体
的

な
検
討
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

伊
香
保
温
泉
観
光
施
設
事
業
特

別
会
計

伊
香
保
温
泉
石
段
の
湯
使
用
料

質
疑

実
際
の
利
用
人
数
と
入

湯
税
の
収
入
が
異
な
る
理
由
は
。

ま
た
、
前
年
度
比
の
利
用
減
の

う
ち
、
内
訳
を
把
握
し
て
い
る

高
齢
者
と
障
が
い
者
の
人
数
は
。

答
弁

入
湯
税
は
子
ど
も
に
は

か
か
ら
な
い
た
め
、
人
数
の
差

が
出
て
い
ま
す
。
市
内
高
齢
者

が
３
５
６
４
人
の
減
、
市
外
含

む
障
が
い
者
が
12
人
の
減
で
す
。

▲議案審査の映像
　はこちらから
　ご覧ください

▲議案審査の映像
　はこちらから
　ご覧ください

伊香保温泉石段の湯の
料金表
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常
任
委
員
会
の
審
査

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
本
会

議
で
最
終
的
な
採
決
を
行
う
前

に
、
議
案
の
詳
細
な
審
査
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
常
任
委
員
会

協
議
会
で
は
市
か
ら
各
事
業
の

報
告
・
説
明
を
受
け
ま
す
。

　
各
常
任
委
員
会
で
の
主
な
審

査
内
容
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
市
民

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
２

議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

損
害
賠
償
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
戸
籍
管
理
シ
ス
テ

ム
は
自
治
体
ご
と
に
管
理
し
て

い
ま
し
た
が
、
全
国
の
自
治
体

で
共
通
の
ク
ラ
ウ
ド
式
の
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
に
当
た

り
、
現
在
の
契
約
を
途
中
解
約

す
る
こ
と
に
伴
い
発
生
す
る
損

害
賠
償
額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

質
疑

経
費
の
安
い
ク
ラ
ウ
ド

方
式
に
早
期
に
移
行
し
、
解
約

を
早
め
る
考
え
は
な
か
っ
た
か
。

答
弁

新
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

国
の「
標
準
仕
様
書
」は
令
和
６

年
２
月
に
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
国
一
斉
に
移
行
す
る
こ
と
が

国
か
ら
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
だ
け
の
早
期
移
行
は
不
可

能
と
判
断
し
ま
し
た
。

個
人
番
号
の
利
用
及
び
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

質
疑

市
が
番
号
を
付
番
し
情

報
管
理
を
行
う「
住
登
外
者
」と

は
。

答
弁

市
外
に
転
出
し
た
が
、

住
所
地
特
例
制
度
に
よ
り
引
き

続
き
本
市
が
介
護
保
険
の
保
険

者
と
な
っ
て
い
る
方
や
、
福
祉

医
療
費
の
支
給
等
、
市
独
自
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
方
が
該
当

し
ま
す
。経

済
建
設

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
２

議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
拡
充
と
路
線

バ
ス
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
バ
ス
事
業
者
に
お
け
る
深
刻

な
運
転
手
不
足
で
、
通
院
や
買

い
物
の
た
め
の
地
区
外
へ
の
移

動
手
段
確
保
に
支
障
が
出
か
ね

な
い
こ
と
か
ら
、「
小
野
上
・

子
持
地
区
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」を

赤
城
地
区
北
西
部
エ
リ
ア
へ
、

「
北
橘
地
区
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」を

赤
城
地
区
南
東
部
エ
リ
ア
へ
拡

大
し
、
市
の
委
託
に
よ
り
運
行

す
る
バ
ス
路
線
を
見
直
す
な
ど

の
検
討
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

有
馬
配
水
池
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
対
策
に
つ
い
て

　
有
馬
配
水
池
の
水
源
と
な
る

井
戸
か
ら
国
の
暫
定
目
標
値
を

超
え
る
数
値
が
検
出
さ
れ
て
い

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
へ
の
恒
久
的
な
対

策
と
し
て
、
行
幸
田
に
既
存
の

浄
水
場
よ
り
も
処
理
能
力
の
高

い
浄
水
場
を
新
た
に
整
備
し
、

そ
こ
か
ら
有
馬
配
水
池
に
送
水

す
る
こ
と
で
、
問
題
の
井
戸
を

廃
止
す
る
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑

整
備
前
後
の
維
持
費
の

変
化
は
。

答
弁

廃
止
す
る
井
戸
の
電
気

代
が
か
か
ら
な
く
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
年
間
６
０
０
万
円
程

度
の
経
費
削
減
が
見
込
め
ま
す
。

教
育
福
祉

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
５

議
案
お
よ
び
請
願
３
件
は
す

べ
て
全
会
一
致
で
可
決
・
採

択
し
ま
し
た
。

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入

　
市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
の
充
実

を
は
か
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
を
念
頭
に
、
小
中
学
校
で

使
用
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

質
疑

現
在
保
有
し
て
い
る
す

べ
て
の
端
末
が
買
い
換
え
対
象

な
の
か
。

答
弁

予
備
と
し
て
各
校
に
数

台
ず
つ
残
す
予
定
で
す
。

質
疑

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
家

へ
持
ち
帰
る
場
合
、
利
用
時
間

の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
が
子
ど

も
の
健
康
へ
の
影
響
は
。

答
弁

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
運
営
委
員

会
等
で
適
切
な
使
用
時
間
、
適

切
な
使
い
方
の
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

古
巻
公
民
館
建
設
工
事
請
負
契

約
の
変
更

　
解
体
す
る
既
存
建
物
に
ア
ス

ベ
ス
ト
含
有
建
材
が
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
契
約
金

額
を
８
０
６
万
３
０
０
０
円
増

額
し
、
10
億
７
６
５
０
万
４
０

０
０
円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

質
疑

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材

が
使
用
さ
れ
て
い
た
場
所
は
。

答
弁

外
壁
の
塗
装
剤
と
、
屋

根
の
一
部
で
す
。

質
疑

ア
ス
ベ
ス
ト
の
撤
去
作

業
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
弁

撤
去
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト

が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
す
べ
て

シ
ー
ト
で
覆
い
、
慎
重
に
撤
去

し
ま
す
。
撤
去
後
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
袋
に
梱
包
し
、
適
切

に
搬
出
し
ま
す
。

▲議案審査の映像
　はこちらから
　ご覧ください

青い仮設送水管の設置が進む有馬配水池
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５
月

▽
15
日　
宮
城
県
名
取
市
議
会

　
・
同
県
大
和
町
議
会
が
視
察

来
庁（
移
住
・
定
住
の
取
組
）

７
月

▽
10
日　

茨
城
県
牛
久
市
議

会
が
視
察
来
庁（
ら
く
ら

く
交
通
サ
ー
ビ
ス
G
u
n 

M
a
a
S
デ
マ
ン
ド
バ
ス
）

▽
25
日　

愛
知
県
安
城
市
議

会
が
視
察
来
庁（
ら
く
ら

く
交
通
サ
ー
ビ
ス
G
u
n 

M
a
a
S
の
取
組
）

８
月

▽
１
日　
埼
玉
県
鴻
巣
市
議
会

が
視
察
来
庁（
ひ
き
こ
も
り

居
場
所
づ
く
り
事
業
、
孤
独

　
・
孤
立
対
策
推
進
事
業
）

10
月

▽
８
日　
長
崎
県
大
村
市
議
会

が
視
察
来
庁（
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
表
彰
）

▽
27
日　
教
育
福
祉
常
任
委
員

会
が
岐
阜
県
岐
阜
市
へ
行
政

視
察（
学
び
の
多
様
化
学
校
、

　「
ぎ
ふ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
’ｓ
」推

進
事
業
）

11
月

▽
４
～
５
日　
経
済
建
設
常
任

委
員
会
が
静
岡
県
湖
西
市
、

静
岡
県
浜
松
市
へ
行
政
視
察

（
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

の
活
用
、
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ

ン
30
周
年
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
）

▽
５
日　
岩
手
県
花
巻
市
議
会

が
視
察
来
庁（
自
治
会
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
取
組
）

▽
６
～
７
日　
総
務
市
民
常
任

委
員
会
が
富
山
県
南
砺
市
、

石
川
県
小
松
市
へ
行
政
視
察

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解

消
の
取
組
、
自
主
防
災
組
織

　

・
能
登
半
島
地
震
の
対
応
）

予　
　
算

（
令
和
７
年
度
補
正
予
算
）

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
６

議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

市
道
の
拡
幅
工
事
を
実
施

　
石
原
地
内
で
県
が
実
施
す
る

県
道
高
崎
渋
川
線
の
歩
道
整
備

に
伴
い
、
接
続
す
る
市
道
の
拡

幅
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

渋
Ｐ
ａ
ｙ
加
盟
店
精
算
金
等
の

予
算
を
増
額

　
前
年
度
未
利
用
分
の
確
定
等

に
伴
い
、
今
後
の
精
算
等
に
必

要
と
な
る
予
算
の
増
額
で
す
。

質
疑

渋
Ｐ
ａ
ｙ
の
方
向
性
は
。

答
弁

市
内
で
の
消
費
喚
起
を

目
的
に
、
市
内
経
済
活
性
化
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
決
済

額
の
１
％
を
将
来
世
代
へ
の
投

資
と
し
て
積
み
立
て
、
教
育
環

境
の
充
実
等
に
充
て
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

農
地
の
災
害
復
旧
事
業
を
実
施

　
９
月
10
日
～
11
日
の
豪
雨
に

よ
り
小
野
上
地
区
村
上
地
内
の

農
地
の
斜
面
が
崩
落
し
た
た
め
、

災
害
復
旧
工
事
に
係
る
測
量
設

計
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
６
年
度
当
初
予
算
案

は
議
会
が
否
決
し
、
否
決
の

翌
日
に
前
市
長
の
専
決
処
分

で
成
立
し
、
こ
の
専
決
処
分

を
議
会
は
不
承
認
と
し
た
。

　
市
長
専
決
処
分
の
法
的
根

拠
で
あ
る
地
方
自
治
法
は
、

平
成
18
年
の
改
正
で
専
決
処

分
の
運
用
が
よ
り
厳
格
化
さ

れ
て
お
り
、
総
務
大
臣
は
、

「
恣
意
的
な
運
用
は
違
法
」と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

　
前
市
長
は
専
決
処
分
の
理

由
を「
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
」と

説
明
し
た
が
、
否
決
か
ら
新

年
度
ま
で
に
４
開
庁
日
あ
り
、

議
会
の
招
集
は
可
能
だ
っ
た
。

本
専
決
処
分
は
地
方
自
治
法

違
反
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
議
会
が
否
決
し
た
令
和
６

年
度
当
初
予
算
案
を
前
市
長

が
修
正
せ
ず
に
専
決
処
分
で

成
立
さ
せ
た
こ
と
は
、
議
会

を
無
視
す
る
行
為
で
あ
り
、

全
国
で
も
前
代
未
聞
の
不
名

誉
な
事
例
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
議
会
が
不
承
認
と

し
た
こ
の
専
決
処
分
の
道
義

的
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

　
渋
川
市
の
名
誉
回
復
、
市

民
を
代
表
す
る
議
会
の
存
在

意
義
の
確
保
、
市
民
の
信
頼

回
復
、
そ
し
て
星
名
新
市
長

が
唱
え
る
渋
川
市
の
安
定
の

た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
議

会
無
用
論
と
も
言
え
る
乱
暴

な
手
法
で
成
立
し
た
当
初
予

算
に
対
す
る
決
算
を
認
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
９
月
定
例
会
で
行
わ
れ
た
主
な
討
論
に
つ
い

て
、
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
討
論
と
は
、議
案
等
を
議
決
す
る
前
に
賛
成・

反
対
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

論
討

反
　
対

反
　
対

「
令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
」

※
賛
成
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議

会

往

来

渋川市議会は本会議をインターネット中継・録画配信して
います。
また、詳しい内容は会議録検索システムをご覧ください。
各委員会は録画配信をご覧いただけます。
それぞれ、以下の二次元コードからご覧ください。

本会議中継
（議会放映
システム）

本会議会議録
（会議録検索
システム）

委員会
録画配信

（YouTube）


